叡尊における石塔勧進考 by 辻, 富美雄
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
辻
富
美
雄
序
弘
安
九
年
厳
寒
十
一
月
に
山
城
国
宇
治
の
地
に
天
地
一
線
に
結
ぶ
か
の
よ
う
に
そ
び
え
る
十
三
重
石
塔
が
造
立
さ
れ
た
。
西
大
寺
叡
尊
上
入
を
導
師
と
し
、
二
百
人
を
越
え
る
律
僧
に
よ
り
供
養
会
が
催
さ
れ
た
。
塔
造
立
は
願
主
・
勧
進
者
・
石
工
の
三
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
鎌
倉
仏
教
の
流
布
と
と
も
に
始
ま
り
、
宇
治
塔
に
そ
の
粋
が
結
実
し
た
。
小
稿
は
、
石
塔
勧
進
に
つ
い
て
、
特
に
西
大
寺
の
場
合
を
と
り
あ
げ
、
寺
と
石
工
の
関
係
、
ま
た
叡
尊
に
お
け
る
塔
勧
進
の
意
義
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
西
大
寺
末
寺
形
成
過
程
に
お
け
る
塔
の
意
義
、
そ
の
特
徴
を
も
合
わ
せ
て
考
え
た
い
。
0
石
塔
研
究
は
、
石
造
美
術
と
し
て
美
術
的
見
方
の
研
究
に
限
ら
れ
、
そ
の
も
つ
歴
史
的
意
味
の
検
討
は
、
故
川
勝
政
太
郎
氏
、
田
岡
②
③
④
香
逸
氏
な
ど
ご
く
少
な
い
人
の
手
に
よ
っ
て
い
た
。
近
年
、
伊
藤
唯
真
氏
、
薗
田
香
融
氏
な
ど
に
よ
り
中
世
世
界
復
現
の
一
助
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
醐
伊
派
石
工
集
団
と
寺
院
石
造
物
の
造
立
に
は
、
各
々
に
願
文
を
つ
く
り
、
勧
進
僧
に
よ
っ
て
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
六
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
六
六
塔
造
立
に
関
与
す
る
勧
進
僧
と
塔
造
立
を
実
際
に
進
め
る
石
工
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
大
き
く
寺
院
と
石
工
の
関
係
の
実
際
的
結
び
つ
き
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
石
工
に
は
藤
原
・
橘
・
大
蔵
・
伊
姓
を
名
乗
る
工
人
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
分
布
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
系
統
だ
っ
て
名
が
追
え
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
ら
石
工
の
中
で
も
、
製
作
開
始
時
期
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
何
代
か
に
亙
る
遺
品
が
残
る
伊
派
石
工
の
作
品
群
を
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
、
石
工
と
寺
院
の
結
び
つ
き
を
探
り
た
い
。
0
伊
派
石
工
集
団
の
石
造
品
に
つ
い
て
の
研
究
は
す
で
に
、
西
村
貞
氏
「
鎌
倉
期
の
宋
人
石
工
と
そ
の
石
彫
遺
品
に
つ
い
て
」
が
あ
り
、
⑥
そ
の
後
さ
ら
に
、
川
勝
政
太
郎
氏
「
伊
行
末
系
石
工
と
そ
の
作
品
」
に
よ
っ
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
た
。
以
下
す
こ
し
、
川
勝
氏
の
研
究
に
従
っ
て
遺
品
を
み
て
、
造
立
遺
品
を
勧
進
聖
・
発
願
者
の
所
属
寺
院
・
施
入
所
の
本
末
関
係
を
調
べ
、
伊
派
石
工
製
作
と
寺
院
の
関
係
を
み
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
石
造
遺
品
の
銘
文
は
省
略
す
る
。
ω
大
蔵
寺
十
三
重
石
塔
(奈
良
県
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
栗
野
大
蔵
寺
)
こ
の
塔
は
、
釈
迦
を
主
と
し
、
当
来
導
師
弥
勒
仏
に
よ
る
往
生
極
楽
を
願
う
道
俗
三
千
余
人
の
結
縁
に
よ
り
、
延
応
二
(
=
西
○
)
年
、
大
工
伊
行
末
に
よ
り
造
立
さ
れ
て
い
る
。
『
金
剛
佛
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
弘
安
六
年
三
月
、
叡
尊
は
大
蔵
寺
で
授
戒
会
を
行
な
⑦
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
蔵
寺
は
叡
尊
と
関
係
の
深
い
寺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑧
般
若
寺
十
三
重
石
塔
(奈
良
県
奈
良
市
般
若
寺
町
般
若
寺
)
こ
の
塔
は
無
銘
で
あ
る
が
、
塔
第
三
重
目
屋
根
石
よ
り
、
墨
書
の
あ
る
木
製
経
箱
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、
建
長
五
(
一
二
五
三
)
年
の
⑧
銘
が
あ
る
。
般
若
寺
は
、
荒
廃
し
て
い
た
も
の
を
、
叡
尊
・
良
恵
上
人
が
再
興
発
願
を
行
な
い
、
復
興
し
た
。
そ
の
後
、
西
大
寺
末
と
⑨
な
る
。
㈲
東
大
寺
法
華
堂
石
燈
籠
(奈
良
県
奈
良
市
東
大
寺
法
華
堂
)
こ
の
石
燈
籠
は
東
大
寺
法
華
堂
に
施
入
さ
れ
、
建
長
六
(
一
ご
五
四
)
年
、
伊
行
末
の
作
で
あ
る
。
ω
般
若
寺
笠
塔
婆
(奈
良
県
奈
良
市
般
若
寺
町
般
若
寺
)
弘
長
元
(
一
二
六
一)
年
七
月
十
一
日
伊
行
吉
に
よ
り
、
父
行
末
の
三
回
忌
供
養
、
存
命
中
の
母
の
た
め
に
般
若
寺
へ
造
立
の
旨
が
刻
ま
れ
て
い
る
・
同
時
に
金
剛
界
五
仏
・
胎
蔵
界
五
仏
を
種
子
で
、
光
明
真
言
・
大
随
求
小
咒
を
そ
れ
ぞ
れ
梵
字
で
刻
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
釈
迦
三
尊
・
弥
陀
三
尊
を
い
た
だ
き
、
金
剛
界
・
胎
蔵
界
五
仏
を
そ
な
え
、
金
剛
不
二
を
実
現
し
、
陀
羅
尼
に
よ
る
極
楽
往
生
可
能
な
る
こ
と
を
表
現
し
、
　
大
功
徳
結
縁
畢
。
願
以
二此
功
徳
一救
ニ
ー
不
明
-
詣
極
楽
界
都
一
切
衆
生
。
と
結
縁
者
の
極
楽
往
生
も
願
う
。
そ
こ
に
は
釈
迦
三
尊
と
と
も
に
光
明
真
言
に
よ
る
西
大
寺
律
宗
叡
尊
の
影
響
が
大
き
く
み
ら
れ
る
。
㈲
み
ろ
く
辻
線
刻
弥
勒
磨
崖
仏
(京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
岩
船
み
ろ
く
辻
)
文
永
十
一
年
に
伊
末
行
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
磨
崖
仏
は
笠
置
寺
弥
勒
磨
崖
仏
を
模
し
て
造
ら
れ
て
お
り
、
大
野
寺
の
場
合
同
様
、
興
福
寺
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
㈲
法
泉
寺
十
三
重
石
塔
(京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
草
内
法
泉
寺
)
弘
安
元
(
=
一七
八
)
年
に
勧
進
聖
良
印
と
伊
末
行
に
よ
り
造
立
さ
れ
て
い
る
。
良
印
は
『唐
招
提
寺
禮
堂
釈
迦
如
来
像
納
入
文
書
』
の
　
結
縁
人
名
中
に
み
ら
れ
、
西
村
氏
は
西
大
寺
僧
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
釈
迦
念
仏
を
信
奉
す
る
良
印
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
寺
に
は
西
大
寺
叡
尊
に
よ
る
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。
ω
さ
ん
た
い
弥
陀
三
尊
磨
崖
仏
(京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
岩
船
)
永
仁
七
(
=
一九
九
)
年
に
岩
船
寺
僧
が
願
主
と
な
り
、
伊
末
行
に
よ
り
刻
ま
れ
て
い
る
。
岩
船
寺
は
興
福
寺
末
で
あ
る
。
㈹
大
宇
陀
春
日
神
社
塔
基
礎
(奈
良
県
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
松
山
春
日
神
社
)
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
六
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
六
八
石
塔
基
礎
を
転
用
し
、
水
鉢
に
使
用
し
て
い
る
。
正
応
四
(
=
一九
一
)
年
に
伊
行
元
に
よ
り
造
立
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
中
「
南
無
當
来
導
師
弥
勒
仏
」
は
、
大
蔵
寺
塔
銘
文
に
も
あ
り
、
こ
の
塔
も
釈
迦
如
来
を
本
体
と
し
、
当
来
導
師
と
し
て
弥
勒
仏
を
刻
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
地
は
叡
尊
上
人
に
よ
り
授
戒
会
が
行
な
わ
れ
た
り
し
、
西
大
寺
の
影
響
の
強
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
西
大
寺
に
関
係
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
㈲
談
山
神
社
十
三
重
石
塔
(奈
良
県
桜
井
市
多
武
峯
談
山
神
社
)
永
仁
六
年
に
大
工
伊
行
元
に
よ
り
造
ら
れ
て
い
る
。
多
武
峯
妙
楽
寺
は
も
と
釈
迦
・
弥
陀
・
地
蔵
の
土
仏
丈
六
三
体
を
ま
つ
っ
て
い
⑫
た
が
、
承
元
二
年
二
月
三
日
の
合
戦
に
よ
り
焼
失
し
、
塔
建
立
当
時
は
不
明
。
⑳
石
仏
寺
弥
陀
石
仏
(奈
良
県
生
駒
市
藤
尾
石
仏
寺
)
丸
彫
り
定
印
弥
陀
坐
像
で
、
光
背
部
左
右
に
観
音
・
勢
至
菩
薩
を
刻
出
し
、
弥
陀
三
尊
像
と
し
て
い
る
。
永
仁
二
(
一
二
九
四
)
年
、
大
願
主
行
仏
、
大
工
伊
行
氏
に
よ
り
造
立
さ
れ
て
い
る
。
大
願
主
行
仏
は
東
大
寺
僧
と
考
え
ら
れ
、
重
源
上
人
以
来
の
弥
陀
三
尊
に
よ
る
往
生
を
願
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ω
無
量
寺
五
輪
塔
(奈
良
県
生
駒
市
一
分
無
量
寺
)
嘉
元
二
(
1
>>10
四
)
年
に
、
慈
勝
・
入
西
・
願
礼
・
心
阿
弥
が
願
主
と
な
り
、
伊
行
氏
の
手
に
よ
る
。
こ
の
塔
は
二
親
供
養
と
行
基
菩
薩
恩
報
に
果
い
る
べ
く
結
縁
し
、
造
立
さ
れ
た
。
比
丘
入
西
は
『竹
林
寺
略
録
』
に
入
西
上
人
と
み
え
る
。
こ
の
塔
が
東
大
寺
末
の
竹
林
寺
の
関
係
に
お
い
て
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
02
保
月
多
宝
塔
(岡
山
県
上
房
郡
有
漢
町
大
石
)
嘉
>i;
三
c
l
三
〇
五
)
年
に
願
主
西
信
・
大
工
井
野
行
恒
に
よ
り
造
立
さ
れ
て
い
る
。
大
願
主
沙
弥
西
信
は
、
「
叡
尊
の
侍
者
と
し
て
そ
の
看
顧
を
う
け
た
人
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
叡
尊
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
塔
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
西
信
の
下
向
に
、
行
恒
が
同
行
し
、
製
作
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
僧
と
石
工
の
関
係
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
⑱
保
月
六
面
単
制
石
幢
(岡
山
県
上
房
郡
有
漢
町
大
石
)
嘉
元
四
(
一
三
〇
六
)
年
に
、
西
信
・
西
阿
・
大
工
井
野
行
恒
に
よ
り
造
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
塔
も
⑫
塔
同
様
、
西
大
寺
系
に
は
い
る
で
あ
ろ
う
。
⑭
立
石
三
尊
卒
都
婆
(岡
山
県
上
房
郡
有
漢
町
立
石
)
嘉
元
三
(
一
三
〇
五
)
年
に
漆
真
時
が
大
願
主
と
な
り
、
井
野
行
恒
に
よ
り
造
ら
れ
て
い
る
。
漆
真
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
⑫
㈱
塔
同
様
、
西
大
寺
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
㈲
南
田
原
弥
陀
磨
崖
仏
(奈
良
県
添
上
郡
南
田
原
町
長
谷
)
元
徳
三
(
一
>>1i>1
1
>
年
、
東
大
寺
大
法
師
定
註
が
願
主
と
な
り
、
伊
行
恒
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。
⑯
高
家
春
日
神
社
五
輪
塔
(奈
良
県
桜
井
市
高
家
春
日
神
社
)
暦
応
二
(
一
三
三
九
)
年
、
陀
羅
尼
衆
が
願
主
と
な
り
、
行
恒
に
よ
り
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
興
福
寺
の
関
係
す
る
土
地
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
㈲
多
田
院
石
燈
籠
(兵
庫
県
川
西
市
多
田
)
暦
応
三
(
一
三
四
〇
)
年
、
勧
進
聖
教
尊
・
願
主
尼
心
蓮
・
大
工
行
経
に
よ
り
多
田
院
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
多
田
院
は
西
大
寺
末
で
あ
り
、
勧
進
聖
教
尊
は
『
興
正
菩
薩
坐
像
胎
内
文
書
』
に
み
ら
れ
る
。
願
主
尼
心
蓮
は
『
西
大
寺
西
僧
房
造
営
同
心
合
力
奉
加
帳
』
に
斉
戒
衆
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
⑯
笠
神
磨
崖
碑
(岡
山
県
川
上
郡
備
中
町
笠
神
)
成
羽
善
養
寺
僧
が
大
勧
進
と
な
り
、
西
大
寺
僧
実
専
が
奉
行
代
と
し
て
実
行
し
て
い
る
。
そ
の
際
伊
行
経
も
石
切
大
工
と
し
て
同
行
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
六
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
七
〇
し
て
い
る
。
成
羽
善
養
寺
は
西
大
寺
末
と
な
っ
て
い
る
。
働
地
蔵
峯
寺
地
蔵
石
仏
(和
歌
山
県
海
草
郡
下
津
町
橘
町
地
蔵
峯
寺
)
元
享
三
(
一
三
二
三
)
年
に
勧
進
聖
心
静
と
伊
行
経
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
峯
寺
の
所
在
す
る
橘
本
は
東
大
寺
領
木
本
庄
で
あ
り
、
東
大
寺
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
佗①
旧
八
幡
大
乗
院
石
燈
籠
(現
在
i
福
岡
県
北
九
州
市
箱
崎
町
筥
崎
宮
)
八
幡
大
乗
院
金
堂
の
燈
籠
と
し
て
、
尼
了
法
と
一
結
衆
が
井
行
長
と
協
力
し
て
造
立
し
て
い
る
。
八
幡
大
乗
院
は
叡
尊
が
幾
度
と
な
く
講
義
を
行
な
い
、
西
大
寺
末
と
な
っ
て
い
る
。
鋤
鳳
閣
寺
宝
塔
(奈
良
県
吉
野
郡
黒
滝
村
鳥
住
)
鳳
閣
寺
は
醍
醐
寺
三
宝
院
当
山
派
末
で
あ
る
。
㈲
東
大
谷
日
女
神
社
石
燈
籠
(奈
良
県
桜
井
市
山
田
)
勧
進
行
念
・
大
工
行
長
に
よ
り
永
和
元
(
一
三
七
五
)
年
に
造
立
さ
れ
て
い
る
が
、
帰
属
は
不
明
。
以
上
、
承
元
元
年
よ
り
永
和
元
年
に
ま
た
が
る
約
百
七
十
年
間
の
伊
派
石
工
の
作
品
と
し
て
確
実
な
二
十
二
点
を
瞥
見
し
、
そ
の
寺
院
・
施
入
所
の
本
末
関
係
所
属
を
み
た
。
つ
ぎ
に
そ
の
数
を
あ
げ
る
。
西
大
寺
系
…
…
十
一
点
東
大
寺
系
…
…
五
点
興
福
寺
系
…
…
三
点
不
明
・
そ
の
他
…
…
三
点
こ
れ
に
よ
る
と
伊
派
製
作
の
二
十
二
点
の
石
造
遺
品
の
う
ち
、
醍
醐
寺
に
関
係
す
る
㈲
・
帰
属
不
明
の
㈲
㈱
を
除
く
十
九
点
は
す
べ
⑬
て
、
西
大
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
の
い
ず
れ
か
に
関
係
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
川
勝
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
伊
派
石
工
集
団
と
南
都
三
大
寺
院
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
三
大
寺
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
品
数
を
比
べ
る
と
、
西
大
寺
系
が
十
一
点
あ
り
、
全
遺
品
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
伊
派
石
工
製
作
の
中
心
が
西
大
寺
と
の
関
係
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
伊
派
二
十
二
点
の
分
布
を
み
る
と
、
大
多
数
は
大
和
を
中
心
と
す
る
畿
内
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
作
品
⑫
⑬
aの
⑱
の
四
点
は
備
中
国
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
⑫
⑬
は
叡
尊
の
影
響
を
受
け
た
西
大
寺
勧
進
沙
弥
西
信
が
願
主
と
な
り
、
伊
野
行
恒
が
製
作
を
し
て
い
る
。
⑭
も
近
隣
に
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
じ
よ
う
な
製
作
過
程
を
歩
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
西
信
の
備
中
国
で
の
勧
進
に
伊
野
行
恒
が
大
和
よ
り
同
行
し
た
こ
と
を
示
す
。
作
品
⑱
は
地
元
の
成
羽
善
養
寺
か
ら
大
勧
進
職
が
出
、
工
事
指
揮
は
南
都
西
大
寺
僧
実
専
が
奉
行
代
に
な
り
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
西
大
寺
僧
と
伊
派
石
工
の
共
同
作
業
の
結
果
で
あ
る
。
伊
派
作
品
の
う
ち
西
大
寺
系
の
占
め
る
割
合
、
さ
ら
に
遠
隔
地
で
の
西
大
寺
僧
と
の
共
同
製
作
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
伊
派
石
工
集
団
は
南
都
三
大
寺
院
の
作
品
を
造
り
つ
つ
も
、
西
大
寺
に
そ
の
主
体
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
西
大
寺
に
製
作
主
体
が
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
以
上
に
、
西
大
寺
に
石
造
物
製
作
集
団
と
し
て
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
寺
院
と
石
工
の
間
に
強
い
関
係
を
想
定
し
て
こ
そ
、
勧
進
聖
と
の
同
行
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
二
十
二
点
の
遺
品
を
、
そ
の
形
態
に
お
い
て
分
類
し
、
各
寺
と
の
関
係
を
み
る
。
十
三
重
石
塔
西
大
寺
系
四
・
不
明
一
塔
婆
西
大
寺
系
三
多
宝
塔
西
大
寺
系
一
・
醍
醐
寺
玄
2
五
輪
塔
東
大
寺
系
一
・
興
福
寺
系
一
石
燈
籠
西
大
寺
系
二
・
東
大
寺
系
一
。
不
明
一
磨
崖
仏
東
大
寺
系
一
・
興
福
寺
系
二
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
七
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
七
二
丸
彫
石
仏
東
大
寺
系
二
こ
れ
に
よ
る
と
十
三
重
石
塔
と
塔
婆
は
西
大
寺
系
に
造
立
さ
れ
て
い
る
。
磨
崖
仏
は
、
弥
勒
信
仰
を
主
体
と
す
る
興
福
寺
に
そ
の
中
心
が
お
か
れ
、
丸
彫
石
仏
は
東
大
寺
系
の
造
立
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
寺
院
の
石
造
物
造
立
の
場
合
、
自
己
の
信
仰
主
体
と
関
連
し
、
造
立
形
態
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
各
寺
院
と
の
混
在
し
た
信
仰
の
な
か
で
、
独
自
の
信
仰
を
も
っ
て
各
地
に
出
、
そ
こ
で
の
作
善
、
勧
進
造
立
を
行
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鎌
倉
時
代
多
様
化
し
た
宗
教
界
に
お
い
て
、
各
寺
院
ご
と
に
自
己
の
信
仰
主
体
と
他
宗
の
そ
れ
の
相
異
を
集
ま
る
道
俗
結
縁
の
人
々
に
造
形
的
に
よ
り
明
確
に
表
わ
そ
う
と
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
叡
尊
に
お
け
る
多
重
石
塔
の
意
義
前
章
に
お
い
て
西
大
寺
と
石
造
多
重
層
塔
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
造
塔
・
社
寺
勧
進
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
西
大
寺
中
興
の
『
金
剛
佛
子
叡
尊
』
に
お
け
る
多
重
層
塔
の
意
味
を
考
え
た
い
。
0
叡
尊
上
人
の
伝
記
・
作
善
集
と
し
て
『
金
剛
佛
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
(以
下
『
感
身
学
正
記
』
と
略
称
す
る
)
『
西
大
寺
勅
謚
興
⑮
正
菩
薩
行
實
年
譜
』
(以
下
『
行
実
年
譜
』
と
略
称
す
る
)
が
あ
る
。
両
者
に
記
載
さ
れ
て
い
る
多
重
層
塔
造
立
勧
進
の
記
事
か
ら
、
叡
尊
に
お
け
る
多
重
層
塔
の
も
つ
意
義
を
考
え
る
。
つ
ぎ
に
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
。
ω
「
暦
仁
一
年
」
八
月
か
ら
九
月
。
又
流
記
日
。
四
王
堂
八
角
塔
塞
韆
講
㌔
郎
佛
舎
利
可
爲
二
當
殿
奪
乏
旨
顯
然
。
故
告
二當
寺
五
師
慈
心
㌔
爲
二
彼
五
師
⑯
沙
汰
一
。
以
二
九
月
上
旬
。
立
二
八
角
五
重
石
塔
一
。
郎
奉
レ
納
二
予
所
持
佛
舎
利
一
粒
一畢
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
四
王
堂
の
中
心
と
し
て
本
尊
舎
利
を
納
め
て
い
た
木
造
八
角
五
重
塔
を
八
角
五
重
石
塔
に
造
り
か
え
、
叡
尊
自
身
の
所
持
す
る
舎
利
を
一
粒
納
入
し
、
復
元
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
角
五
重
石
塔
は
木
造
八
角
五
重
塔
に
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
「当
殿
本
尊
」
で
あ
る
仏
舎
利
を
納
入
す
る
舎
利
塔
と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
從
同
月
卅
日
。
一
寺
男
女
奉
爲
供
養
舎
利
。
受
持
八
齋
戒
。
可
爲
毎
月
勤
行
メ
㌔
こ
の
よ
う
に
四
王
堂
本
尊
舎
利
塔
再
興
後
毎
月
舎
利
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
行
実
年
譜
』
の
暦
仁
一
年
十
月
に
は
、
廿
八
日
結
・
界
西
妻
而
爲
・
弘
律
之
箋
醐
・
覺
葎
師
秉
二
羯
摩
菩
嗜
相
講
翌
日
始
行
二
四
分
衆
法
布
晦
・
と
あ
り
、
十
月
二
十
八
日
に
西
大
寺
を
結
界
し
、
覚
盛
律
師
を
む
か
え
、
弘
律
の
道
場
と
し
て
い
る
。
再
興
さ
れ
た
八
角
五
重
石
塔
は
単
に
四
王
堂
本
尊
の
舎
利
を
納
め
る
舎
利
塔
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
弘
律
道
場
の
中
心
的
存
在
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
の
意
義
を
も
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
舎
利
塔
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
釈
迦
の
仏
体
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
「
弘
安
八
年
乙
酉
八
十
五
歳
」
八
月
十
一
日
。
著
二
兵
庫
一。
十
二
日
。
説
二
十
重
意
一。
十
三
日
。
於
二
安
養
寺
一。
九
百
七
十
二
人
授
菩
薩
戒
。
隨
分
殺
生
禁
断
状
。
一
　
千
七
百
餘
人
婬
女
等
毎
月
持
齋
。
十
四
日
。
石
塔
供
養
。
略
曼
荼
羅
供
。
播
州
法
華
山
下
向
の
帰
り
八
月
十
一
日
に
兵
庫
に
着
き
、
十
三
日
に
授
戒
を
、
十
四
日
に
石
塔
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
。
旧
安
養
寺
の
近
く
に
は
現
在
清
盛
塚
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
、
「
弘
安
九
年
二
月
日
」
の
十
三
重
石
塔
が
あ
り
、
叡
尊
の
勧
進
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
N
れ
て
い
る
。
㈲
『
行
実
年
譜
』
「
弘
安
九
年
丙
戌
」
の
条
。
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
七
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
七
四
⑳
菩
薩
八
十
六
歳
。
宇
治
雨
寳
山
橋
井
宇
治
橋
修
造
己
成
。
啓
建
二落
成
佛
事
一。
宇
治
橋
修
造
に
さ
い
し
て
、
梵
網
経
講
読
に
集
ま
る
聴
衆
の
う
ち
、
漁
入
が
発
心
し
て
、
舟
網
な
ど
殺
生
具
を
な
げ
だ
し
た
。
そ
の
供
養
と
し
て
川
中
に
小
島
を
築
き
、
殺
生
具
を
埋
め
た
。
石
塔
造
立
の
記
載
は
こ
れ
に
つ
づ
き
、
@
而
表
二
五
智
十
三
會
深
義
一。
以
造
二
五
丈
十
三
層
石
塔
一。
建
二之
嶋
上
一。
漁
人
の
発
心
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
島
上
に
十
三
重
石
塔
を
造
立
し
て
い
る
。
宇
治
に
建
て
ら
れ
た
十
三
重
石
塔
は
五
智
十
三
会
の
深
義
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
石
塔
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
『
行
実
年
譜
』
に
は
、
意
欲
ン
救
二水
陸
有
情
一也
。
所
謂
河
水
浮
二塔
影
一。
遠
流
二滄
海
一。
魚
鼈
自
結
二善
縁
[。
清
風
觸
二支
提
一。
廣
及
二山
野
一。
鳥
獸
又
冤
二惡
報
一。
其
爲
二利
益
一。
也
。
不
ン
可
レ
測
也
。
印
而
教
二漁
人
。
曝
レ布
爲
二活
業
一。
又
時
有
二龍
神
一。
從
レ
河
而
出
來
。
從
二
⑳
菩
薩
一親
受
二戒
法
一。
歡
喜
遂
去
亦
不
レ
見
矣
。
水
に
映
え
る
塔
影
が
広
く
世
界
隅
々
ま
で
お
よ
び
、
人
間
は
も
と
よ
り
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
わ
た
り
、
竜
神
に
さ
え
も
そ
の
功
徳
を
さ
ず
け
る
も
の
で
あ
る
。
十
三
重
石
塔
銘
文
に
は
さ
ら
に
、
於
二橋
南
一起
二石
塔
一
十
三
重
一於
二河
上
一奉
レ安
二
佛
舎
利
井
數
巻
之
妙
曲
ハ一載
二在
副
紙
一令
レ
納
二
衆
庶
人
等
與
善
之
名
字
一須
下
⑳
預
二巨
益
一法
界
軆
性
之
智
形
上
こ
れ
に
よ
る
と
塔
内
に
は
金
銅
製
・
水
晶
製
五
輪
塔
形
舎
利
塔
数
個
と
功
徳
大
な
る
経
典
・
法
花
経
な
ど
を
納
入
し
て
い
る
。
こ
の
塔
は
ω
の
場
合
と
同
様
、
舎
利
を
納
め
、
「
法
界
軆
性
之
智
形
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
釈
迦
の
仏
体
と
し
て
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
衆
庶
人
等
與
善
之
名
字
」
を
記
し
た
結
衆
結
縁
名
帳
も
同
時
に
納
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
名
を
連
ね
た
結
縁
者
を
極
楽
に
導
び
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
石
塔
造
立
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
功
徳
に
つ
い
て
『
覚
禅
抄
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
る
。
寳
積
經
云
。
作
二
石
塔
一人
。
得
二
七
種
功
徳
一。
一
千
歳
生
二
瑠
璃
宮
殿
一。
二
壽
命
長
遠
。
三
得
二
那
羅
延
力
一
。
四
金
剛
不
壊
身
。
⑱
五
自
在
身
。
六
得
二三
明
六
通
一。
七
生
二彌
勒
四
十
九
重
宮
一夢
。
こ
れ
に
よ
る
と
塔
造
立
者
に
は
七
種
の
功
徳
が
付
与
さ
れ
、
弥
勒
四
十
九
重
宮
へ
導
び
か
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
治
浮
島
に
造
立
さ
れ
た
十
三
重
石
塔
に
納
入
さ
れ
た
名
帳
に
名
を
連
ね
た
人
は
む
ろ
ん
、
法
界
衆
生
に
至
る
ま
で
弥
勒
浄
土
へ
導
び
く
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
『
感
身
学
正
記
』
・
『
行
実
年
譜
』
に
み
ら
れ
る
三
基
の
多
重
石
塔
の
造
立
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
考
え
た
。
こ
れ
ら
よ
り
考
え
ら
れ
る
叡
尊
上
人
に
お
け
る
多
重
石
塔
と
は
、
五
智
十
三
会
の
深
義
を
表
わ
し
、
仏
舎
利
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
界
体
性
の
智
形
と
な
り
、
釈
迦
の
仏
体
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
塔
は
弘
律
道
場
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
存
在
が
永
遠
の
弘
律
道
場
と
な
り
う
る
の
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
造
塔
功
徳
に
よ
り
法
界
衆
生
を
弥
勒
浄
土
に
導
く
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
重
石
塔
は
弘
律
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
諸
人
を
弥
勒
浄
土
へ
導
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
で
あ
っ
た
。
三
叡
尊
と
舎
利
・
悲
華
経
・
光
明
真
言
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
石
造
多
重
層
塔
は
舎
利
塔
で
あ
り
、
弥
勒
浄
土
へ
い
ざ
な
う
、
弘
律
道
場
の
中
心
塔
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
章
に
お
い
て
は
叡
尊
の
舎
利
信
仰
と
そ
の
背
景
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
七
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
七
六
叡
尊
は
舎
利
信
仰
の
形
示
表
現
と
し
て
舎
利
塔
の
造
立
を
行
な
っ
て
い
る
。
暦
仁
一
年
九
月
上
旬
に
西
大
寺
四
王
堂
の
木
造
八
角
塔
を
八
角
五
重
石
塔
に
再
興
し
、
㊧
即
奉
レ
納
二予
所
持
佛
舎
利
一
粒
【畢
。
從
二同
月
卅
日
一。
一
寺
男
女
奉
ン
爲
レ供
二
養
舎
利
一。
受
二
八
齋
戒
一。
可
レ爲
二毎
月
勤
行
㌦
♂
。
こ
れ
が
『感
身
学
正
記
』
中
、
舎
利
の
初
見
で
あ
る
。
暦
仁
の
舎
利
供
養
以
降
、
年
ご
と
に
舎
利
の
し
め
る
位
置
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。つ
ぎ
に
舎
利
の
性
格
を
考
え
た
い
。
河
内
国
高
安
郡
教
興
寺
の
場
合
を
み
る
。
教
興
寺
は
「
秦
川
勝
建
立
伽
藍
」
で
あ
り
、
本
尊
は
講
堂
の
千
手
観
音
で
あ
る
。
泉
福
寺
か
ら
西
大
寺
へ
の
帰
途
、
雨
露
に
さ
ら
さ
れ
た
教
興
寺
を
み
て
、
於
寔
予
顧
二佛
法
流
布
之
恩
㌔
故
悲
歎
之
涙
尤
難
レ
禁
也
・
罪
有
二
興
隆
之
志
㌔
貧
道
之
身
離
陶
・
荒
廃
し
た
教
興
寺
の
姿
を
嘆
い
て
い
る
。
そ
し
て
再
興
に
は
、
⑳
發
二
此
願
時
一。
近
邊
尊
卑
勸
二少
財
一將
レ助
レ
之
。
と
あ
り
、
近
隣
へ
の
勧
進
に
よ
り
行
な
っ
て
い
る
。
十
一
月
廿
六
日
夜
。
彼
寺
最
初
安
置
之
佛
舎
利
入
御
。
廿
七
日
朝
。
拜
二
見
之
一。
渇
仰
之
余
。
脱
二
一
衣
一奉
二
供
養
一。
教
興
寺
興
⑳
隆
始
也
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
教
興
寺
興
隆
時
の
仏
舎
利
を
拝
見
し
た
叡
尊
は
、
感
激
の
余
り
、
一
衣
を
脱
ぎ
舎
利
を
供
養
し
て
い
る
。
さ
ら
に
教
興
寺
再
興
は
次
の
文
章
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
紊
七
年
。
茸
下
旬
。
持
・教
興
寺
・最
初
安
置
塞
.利
。
下
河
内
國
蠡
ハ寺
輩
村
郷
。
鑿
蠶
鞴
日
々
參
・
教
興
豈
。
作
二
M
假
屋
㎜。
安
二舎
利
一。
於
二彼
御
前
一。
講
二十
重
禁
戒
一。
四
月
一
m
°
1
H-
六
百
九
十
四
人
授
菩
薩
隨
二喜
聴
衆
一供
二養
舎
利
一。
教
興
寺
に
お
も
む
き
、
舎
利
を
仮
屋
に
安
置
し
、
そ
の
御
前
に
お
い
て
十
重
禁
戒
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
後
日
、
舎
利
供
養
に
お
と
ず
れ
た
聴
衆
に
菩
薩
戒
を
授
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
教
興
寺
の
再
興
は
仏
舎
利
の
安
置
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
仏
舎
利
を
安
置
す
れ
ば
、
舎
利
堂
を
中
心
と
し
て
そ
の
場
は
戒
律
を
講
義
し
う
る
弘
律
の
道
場
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
舎
利
は
寺
の
中
心
と
な
り
、
道
場
の
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
重
・
十
三
重
層
塔
の
場
合
と
同
類
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
西
大
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
金
銅
製
宝
塔
の
銘
文
を
み
る
。
舎
利
之
流
布
當
時
雖
二盛
禀
承
ジ
之
明
鏡
古
今
尤
稀
而
、
去
年
秋
不
レ
圖
感
二
得
招
提
寺
舎
利
壹
粒
相
傳
之
由
來
一信
仰
無
貳
機
縁
之
純
焚
感
欽
且
千
八小
以
連
連
相
績
復
相
二承
奇
瑞
之
舎
利
兩
參
粒
一・或
傳
レ從
二靈
寺
之
寳
壷
一或
出
レ
從
二名
山
之
神
油
一無
上
之
法
寳
待
時
而
自
集
二興
隆
之
祥
兆
【、
寧
可
不
レ
崇
レ哉
、
因
茲
冶
二
鋳
參
尺
金
銅
寳
塔
一
基
一奉
レ
納
二此
佛
舎
利
一所
二安
置
一西
大
寺
塔
院
也
永
爲
二
一
寺
之
靈
寳
一將
レ傳
二
万
代
之
後
葉
一而
巳
紊
七
年
驤
六
月
百
己
巳
鶲
本
願
主
西
大
寺
衆
首
沙
門
叡
尊
慶
印
行
事
比
丘
寳
海
璋
尊
'
銅
細
工
末
長
入
道
成
佛
坂
上
友
末
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
七
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
七
八
　
鋳
物
師
友
吉
入
道
西
珍
銘
文
に
よ
る
と
叡
尊
が
本
願
主
と
な
り
、
文
永
七
(
=
一七
〇
)
年
に
舎
利
塔
と
し
て
西
大
寺
塔
院
に
安
置
す
る
た
め
に
、
三
尺
金
銅
製
宝
塔
を
造
立
し
て
い
る
。
文
永
六
年
の
八
月
に
唐
招
提
寺
の
仏
舎
利
一
粒
の
伝
え
ら
れ
た
由
来
に
非
常
な
感
銘
を
う
け
、
三
粒
の
舎
利
を
唐
招
提
寺
の
宝
叛
よ
り
請
け
て
い
る
。
舎
利
塔
を
造
立
し
、
一
寺
の
霊
宝
と
し
て
、
信
仰
の
中
心
と
し
て
、
そ
の
霊
験
を
万
代
の
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
塔
銘
文
中
に
み
え
る
去
年
秋
の
唐
招
提
寺
舎
利
の
こ
と
は
『感
身
学
正
記
』
に
、
文
永
六
年
已
己
六
十
九
歳
　
去
八
月
六
日
所
レ
感
二得
招
提
寺
佛
舎
利
一。
發
二造
立
金
銅
三
尺
塔
婆
之
願
一。
即
瑠
璃
寳
瓶
奉
二荘
嚴
之
一。
と
み
え
る
・
こ
の
他
に
も
叡
尊
は
舎
利
塔
を
造
立
し
、
舎
利
信
仰
を
重
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
舎
利
信
仰
に
つ
い
て
は
、
『
覚
禅
抄
』
の
「舎
利
巻
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑭
供
二養
舎
利
一生
二極
楽
一。
疑
心
者
隨
二無
間
一。
舎
利
供
養
は
そ
の
功
徳
に
よ
り
極
楽
に
ゆ
け
る
こ
と
が
説
か
れ
、
そ
の
実
践
方
法
と
し
て
、
　
悲
華
経
云
、
修
二治
舎
利
塔
一比
丘
。
於
二順
生
一往
生
極
楽
。
と
あ
り
、
『
悲
華
経
』
は
、
舎
利
塔
の
造
立
が
、
往
生
極
楽
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
い
る
。
『
西
大
寺
叡
尊
像
納
入
文
書
』
の
中
に
は
、
『悲
華
経
』
巻
六
・
七
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
叡
尊
の
舎
利
信
仰
.
多
重
層
塔
.
宝
塔
に
み
ら
れ
る
舎
利
塔
の
造
立
は
『
悲
華
経
』
に
基
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
舎
利
感
得
談
を
つ
ぎ
に
あ
げ
る
。
『
感
身
学
正
記
』
仁
治
二
(
ご
西
二
)
年
の
条
、
七
月
十
六
日
夕
。
勸
二請
常
喜
院
安
居
人
一。
於
二塔
東
石
壇
上
一。
如
法
自
恣
始
勤
二
行
之
一。
其
夜
暁
感
二夢
想
一。
大
明
神
御
隨
喜
⑳
由
也
。
と
記
さ
れ
、
塔
東
石
壇
上
で
如
法
経
勤
行
の
夜
に
夢
想
が
あ
っ
た
。
夢
想
の
具
体
的
記
述
は
『
行
実
年
譜
』
に
み
え
る
。
仁
治
二
年
辛
丑
(申
略
)
厚
一
夕
夢
春
日
明
神
來
現
隨
喜
親
告
二冥
護
一繼
詣
二神
桐
一繙
二經
典
几
上
一
一
心
讀
二誦
之
一舎
利
忽
現
二
經
巻
之
上
一數
百
粒
光
明
燈
々
照
二耀
心
目
一號
日
二春
日
相
傳
之
舎
利
一也
こ
れ
に
よ
る
と
夢
想
に
あ
ら
わ
れ
た
舎
利
は
春
日
明
神
相
伝
の
舎
利
で
あ
っ
た
。
唐
招
提
寺
・
春
日
大
明
神
両
者
の
舎
利
は
と
も
に
、
貞
慶
の
宗
教
の
中
で
大
き
な
位
置
を
も
っ
て
い
た
。
三
崎
良
周
氏
は
貞
慶
の
行
な
っ
た
建
仁
二
(
一
二
〇
ご
)
年
の
『
唐
招
提
寺
釈
迦
念
仏
願
文
』
に
『
悲
華
経
』
の
影
響
が
み
ら
れ
、
M
穢
土
救
済
の
思
想
を
鼓
吹
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
平
岡
定
海
氏
は
貞
慶
の
信
仰
を
「
何
と
い
っ
て
も
釈
迦
信
仰
で
あ
り
、
そ
れ
が
弥
⑱
勒
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
春
日
信
仰
と
多
く
の
要
素
が
共
に
釈
迦
に
結
合
し
て
い
る
。」
と
し
、
弥
勒
・
舎
利
・
春
日
信
仰
を
今
堀
太
逸
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
『
悲
華
経
』
の
影
響
を
う
け
た
末
世
の
釈
迦
信
仰
に
よ
る
民
衆
救
済
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
浄
⑲
土
を
阿
弥
陀
浄
土
で
な
く
弥
勒
浄
土
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
末
世
の
釈
迦
信
仰
を
よ
り
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
叡
尊
は
貞
慶
の
関
係
の
深
い
寺
院
-
元
興
寺
・
三
輪
別
所
・
海
竜
王
寺
・
東
大
寺
知
定
院
な
ど
を
重
な
る
よ
う
に
戒
律
勧
進
を
行
な
っ
て
い
る
。
叡
尊
の
唐
招
提
寺
舎
利
へ
の
感
得
、
春
日
相
伝
の
舎
利
へ
の
信
仰
、
舎
利
塔
造
立
作
善
は
、
『
悲
華
経
』
を
根
本
経
典
と
し
て
流
布
し
た
貞
慶
の
舎
利
・
弥
勒
浄
土
へ
の
信
仰
に
影
響
を
う
け
、
そ
れ
を
引
継
い
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
叡
尊
は
貞
慶
の
釈
迦
を
根
本
と
す
る
弥
勒
・
舎
利
信
仰
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
⑩
文
永
元
年
甲
子
六
十
四
歳
。
(申
略
)
九
月
四
日
。
於
二
一
室
一。
始
修
二七
ケ
日
光
明
眞
言
一。
文
永
元
年
初
め
光
明
真
言
会
を
行
な
っ
て
い
る
。
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
七
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
八
〇
『
西
大
寺
光
明
真
言
会
願
文
』
に
よ
れ
ば
、
光
明
眞
言
者
。
我
本
師
釋
迦
如
來
。
因
位
之
昔
。
持
念
之
時
。
放
二無
量
無
數
之
光
明
一。
照
二三
千
大
千
之
世
界
一。
降
二
伏
一
切
@
之
魔
軍
一。
濟
二度
一
切
之
衆
生
一。
藉
二茲
神
咒
之
力
一。
純
證
二
佛
果
之
位
一。
夫
然
則
。
法
界
智
之
爲
二所
依
一也
。
光
明
真
言
は
釈
迦
如
来
の
無
量
無
数
の
光
明
に
よ
る
功
徳
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
十
惡
五
逆
之
群
類
。
三
途
八
難
之
衆
生
。
悉
蒙
二土
砂
加
持
之
徳
一。
宣
レ託
二
金
刹
安
養
之
境
一。
寔
是
菩
薩
普
賢
之
願
海
。
如
來
@
清
淨
之
法
輪
也
。
と
そ
の
功
徳
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
光
明
真
言
会
に
結
縁
し
た
人
々
は
、
@
出
家
五
衆
八
齋
戒
輩
。
拜
此
衆
等
之
恩
。
所
當
寺
之
大
檀
那
。
爲
レ
期
二再
會
一。
於
二淨
佛
土
一。
所
レ載
二名
字
過
去
帳
一也
。
こ
の
よ
う
に
結
縁
者
に
対
し
、
死
後
浄
土
で
再
会
を
期
す
た
め
、
名
字
を
過
去
帳
に
の
せ
て
い
る
。
叡
尊
は
貞
慶
の
釈
迦
に
結
合
し
た
弥
勒
・
舎
利
の
信
仰
を
う
け
つ
ぎ
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
結
縁
者
の
釈
迦
往
生
を
完
全
に
す
る
た
め
、
光
明
真
言
会
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
叡
尊
は
生
者
の
死
後
の
往
生
極
楽
は
む
ろ
ん
、
亡
者
の
救
済
を
も
お
し
す
す
め
、
結
縁
者
の
層
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
⑭
於
二
没
後
之
追
福
一
恃
二
衆
中
之
救
助
一
と
あ
り
、
上
田
さ
ち
子
氏
は
こ
れ
を
も
っ
て
、
「
叡
尊
の
宗
教
活
動
の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
点
で
も
、
融
通
念
仏
、
時
衆
、
真
宗
仏
⑧
光
寺
派
と
共
通
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
叡
尊
は
光
明
真
言
を
源
信
以
来
貴
族
社
会
に
浸
透
し
た
閉
鎖
的
結
社
で
唱
え
ら
れ
、
そ
の
功
徳
を
う
け
る
こ
と
を
、
融
通
念
仏
的
に
よ
り
簡
単
な
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
受
容
層
を
貴
族
.
一
部
僧
侶
階
級
か
ら
開
放
し
、
社
会
の
底
辺
ま
で
広
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
本
思
想
は
時
衆
な
ど
に
み
え
る
阿
弥
陀
如
来
に
ょ
る
往
生
で
は
な
く
、
釈
迦
如
来
に
お
け
る
往
生
で
あ
り
、
十
三
重
石
塔
銘
文
中
に
み
え
る
「
釈
迦
如
来
、
当
来
導
師
弥
勒
如
来
」
な
ど
に
如
実
に
⑯
表
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
崎
良
周
氏
の
指
摘
に
よ
る
ご
と
く
、
方
法
的
に
よ
り
簡
略
化
さ
れ
た
念
仏
を
と
り
つ
つ
も
、
王
朝
時
代
の
浄
土
教
や
法
然
の
唱
え
た
「
厭
離
穢
土
、
欣
求
浄
土
」
と
は
正
反
対
の
立
場
を
明
確
に
打
ち
だ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
四
西
大
寺
末
寺
化
の
過
程
明
徳
二
(
一
三
九
一
)
年
西
大
寺
『
諸
国
末
寺
帳
』
に
記
さ
れ
た
数
々
の
寺
院
は
決
し
て
創
建
当
初
か
ら
西
大
寺
末
寺
で
あ
っ
た
の
@
で
は
な
い
。
大
半
は
叡
尊
在
世
-
嘉
禎
元
(
=
一三
五
)
年
三
十
五
歳
の
「
正
月
十
六
日
。
移
二
住
當
寺
一。
」
後
よ
り
末
寺
帳
成
立
の
明
徳
二
年
ま
で
の
約
百
五
十
年
間
に
、
西
大
寺
末
寺
と
し
て
組
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
叡
尊
の
勧
進
に
よ
り
改
宗
し
た
寺
院
は
、
そ
の
多
く
が
大
和
国
内
、
お
よ
び
そ
の
隣
接
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
寺
院
は
、
般
若
寺
・
教
興
寺
の
よ
う
に
中
興
し
、
末
寺
と
し
た
も
の
と
、
三
輪
別
所
、
海
竜
王
寺
、
東
大
寺
知
足
院
の
よ
う
に
、
貞
慶
の
関
係
し
た
寺
院
を
訪
ず
れ
、
勧
化
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
り
、
西
大
寺
末
寺
と
し
た
場
合
が
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
叡
尊
お
よ
び
、
そ
の
弟
子
に
よ
る
西
大
寺
末
寺
へ
の
改
宗
行
為
の
過
程
を
み
、
そ
の
特
徴
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
叡
尊
お
よ
び
、
そ
の
弟
子
に
よ
る
勧
化
活
動
を
考
え
る
た
め
、
前
者
で
は
般
若
寺
、
後
者
で
は
備
後
国
尾
道
の
堂
崎
浄
土
寺
の
場
合
を
と
り
あ
げ
る
。
般
若
寺
に
つ
い
て
は
、
上
田
さ
ち
子
氏
が
「
叡
尊
と
大
和
の
西
大
寺
末
寺
」
に
お
い
て
、
「後
々
ま
で
残
っ
た
い
く
つ
か
の
寺
を
選
⑱
び
、
そ
れ
ら
の
寺
が
、
叡
尊
を
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
う
け
い
れ
た
か
を
見
て
ゆ
く
」
目
的
で
述
べ
て
お
り
、
「浄
土
寺
」
に
⑲
つ
い
て
は
、
中
尾
堯
氏
が
「
備
州
に
お
け
る
勧
進
聖
の
系
譜
」
で
「
証
空
」
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
従
い
つ
つ
も
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
西
大
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
八
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
八
二
ω
般
若
寺
般
若
寺
は
奈
良
市
北
山
の
地
、
奈
良
坂
に
あ
り
、
北
に
墳
墓
、
南
に
疥
癩
の
屋
舎
を
そ
な
え
た
地
で
あ
っ
た
。
上
田
氏
は
末
寺
化
の
過
程
に
は
ふ
れ
ず
、
文
殊
菩
薩
供
養
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
貧
困
の
衆
生
で
も
非
人
で
も
、
誰
か
が
、
た
と
え
形
式
的
で
あ
っ
て
も
、
自
力
に
徹
し
、
身
を
挺
し
て
精
進
す
る
時
、
他
者
に
救
⑭
済
の
道
が
用
意
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
し
て
い
る
ゆ
叡
尊
・
忍
性
と
般
若
寺
と
の
関
係
は
、
仁
治
三
(
=
西
二
)
年
正
月
の
発
願
に
よ
り
、
そ
の
具
体
化
の
一
つ
と
し
て
、
@
(三
月
)
廿
五
日
。
遂
二北
山
宿
文
殊
供
養
一畢
。
に
は
じ
ま
る
。
『
感
身
学
正
記
』
の
記
述
に
従
い
、
本
格
的
中
興
作
業
を
み
る
。
建
長
七
年
乙
卯
(
=
一五
五
)
に
は
、
㊥
當
年
春
比
。
課
二
佛
子
善
慶
法
橋
一。
造
二
始
般
若
寺
文
殊
御
首
一。
楠
木
。
自
二
七
月
十
七
日
一迄
二九
月
十
一
日
一。
首
尾
十
八
日
。
仏
師
善
慶
法
橋
に
命
じ
て
般
若
寺
の
た
め
に
文
殊
菩
薩
像
の
首
を
楠
木
で
作
ら
れ
て
お
り
、
弘
長
元
(
=
1六
1
)
年
辛
酉
⑲
二
月
廿
五
日
。
文
殊
奉
ン
渡
二般
若
寺
一。
御
堂
半
作
之
間
。
構
二彼
厨
子
一。
奉
ン
安
二
置
堂
乾
角
一。
文
殊
像
を
作
り
初
め
て
六
年
後
に
般
若
寺
に
渡
し
て
い
る
。
弘
長
元
年
に
は
、
ま
だ
般
若
寺
本
堂
は
完
成
さ
れ
て
い
な
い
。
般
若
寺
に
は
一
章
で
み
た
十
三
重
石
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
伊
行
末
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
石
塔
内
に
は
、
仏
舎
利
、
経
巻
が
納
入
さ
れ
て
い
た
。
経
箱
に
は
「建
長
五
(
=
一五
三
)
年
」
の
墨
書
銘
が
残
さ
れ
て
お
り
、
塔
納
入
時
の
年
代
が
わ
か
る
。
こ
れ
よ
り
塔
は
、
文
殊
菩
薩
像
製
作
開
始
よ
り
二
年
前
、
本
堂
半
作
時
よ
り
八
年
前
に
は
般
若
寺
境
内
に
造
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
舎
利
の
安
置
を
も
っ
て
寺
の
礎
と
す
る
こ
と
は
、
後
の
河
内
教
興
寺
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
十
三
重
石
塔
の
意
義
は
前
章
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
『
覚
禅
抄
』
の
「
造
塔
巻
」
建
塔
萬
處
事
に
は
、
諸
經
要
集
三
云
。
僣
祗
律
云
。
初
起
二僣
伽
藍
一時
。
先
觀
二度
地
一。
將
作
レ塔
處
不
レ
得
レ
在
レ
南
。
不
レ
得
レ在
レ
西
。
應
レ
得
レ在
レ
東
。
⑭
應
レ
在
レ北
。
と
あ
り
、
伽
藍
を
建
て
る
時
に
は
、
ま
ず
塔
造
立
か
ら
始
め
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
般
若
寺
中
興
は
伊
行
末
に
よ
る
十
三
重
石
塔
の
造
立
に
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
弘
長
元
年
に
は
伊
行
吉
に
よ
り
笠
塔
婆
が
造
立
さ
れ
て
お
り
、
叡
尊
の
般
若
寺
中
興
に
は
、
伊
派
石
工
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
永
四
(
=
一六
七
)
年
に
僧
百
三
十
八
人
に
よ
っ
て
整
然
と
開
眼
供
養
が
行
な
わ
れ
、
再
興
さ
れ
た
。
抑
當
寺
者
。
去
弘
長
年
中
。
奉
レ
安
讒
尊
像
一以
來
、
雖
レ
不
レ
經
二幾
年
序
一。
自
然
兩
三
輩
施
主
出
來
。
造
レ
添
二佛
殿
僧
坊
鐘
樓
食
堂
等
一。
殆
可
レ謂
二
複
本
願
之
昔
一。
數
宇
之
造
營
不
レ
求
二自
成
一。
是
偏
大
聖
文
殊
善
巧
房
便
與
。
願
主
上
人
良
恵
无
想
之
意
樂
計
會
之
所
レ
致
也
。
こ
の
よ
う
に
往
古
の
姿
に
復
興
さ
せ
た
後
、
　
印
爲
二西
大
寺
之
末
寺
一。
可
レ
令
二管
領
一之
由
。
上
人
競
望
之
間
。
遣
二
同
法
比
丘
信
空
一令
レ住
。
と
、
西
大
寺
末
寺
と
し
て
管
領
し
て
お
り
、
そ
れ
を
よ
り
確
固
に
す
る
た
め
叡
尊
の
弟
子
信
空
を
一
時
定
住
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
般
若
寺
復
興
事
業
は
、
叡
尊
と
伊
派
石
工
に
よ
り
、
十
三
重
石
塔
が
造
立
さ
れ
、
弘
律
道
場
と
化
し
、
そ
の
後
、
文
殊
菩
薩
像
を
造
立
し
、
そ
の
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
一
応
の
復
興
が
終
る
と
、
百
三
十
八
人
と
い
う
大
量
の
僧
動
員
で
、
西
大
寺
の
勢
力
の
大
き
さ
を
示
し
、
末
寺
に
組
み
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
弟
子
信
空
は
叡
尊
後
西
大
寺
第
二
代
長
老
と
な
る
人
で
あ
り
、
初
代
長
老
の
在
世
中
に
二
代
長
老
に
管
領
権
を
譲
与
し
、
西
大
寺
末
寺
の
固
定
化
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
八
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
八
四
ω
備
後
国
尾
道
堂
崎
浄
土
寺
堂
崎
浄
土
寺
は
備
後
国
高
野
山
領
太
田
庄
倉
敷
地
尾
道
浦
に
あ
り
、
創
建
は
十
三
世
紀
中
頃
。
尾
道
在
の
「
光
阿
弥
陀
仏
」
に
よ
っ
て
、
弥
陀
三
尊
像
を
本
尊
と
す
る
浄
土
堂
・
五
重
塔
・
多
宝
塔
・
地
蔵
堂
・
鐘
楼
が
建
立
さ
れ
、
真
言
宗
高
野
山
派
寺
院
と
し
て
成
立
⑰
し
て
い
る
。
そ
の
さ
ま
は
、
「
當
浦
邑
老
光
阿
彌
陀
佛
或
興
二立
本
堂
一、
加
二古
佛
之
修
餝
一或
始
建
二
堂
塔
一、
造
立
數
躰
尊
像
」
と
記
し
て
い
る
。
西
大
寺
僧
定
證
に
よ
る
浄
土
寺
再
興
は
嘉
元
四
(
一
三
〇
六
)
年
十
月
十
八
日
付
『
定
證
起
請
文
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
定
證
は
、
永
仁
六
(
一
ご
九
八
)
年
に
浄
土
寺
の
曼
荼
羅
堂
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
永
仁
七
年
よ
り
そ
の
再
興
に
着
手
し
た
。
再
興
直
前
の
浄
土
寺
の
姿
は
「
當
寺
内
本
自
有
二
堂
閣
一有
二
鐘
楼
一有
二
東
西
之
塔
婆
一、
無
二僭
坊
一無
二依
怙
一無
二興
隆
之
住
侶
一、
唯
爲
二
㊥
爲
青
苔
明
月
之
閑
地
一、
空
聞
二晨
鐘
夕
梵
之
音
聲
一、
此
地
爲
レ
躰
也
」
」
と
あ
り
、
荒
廃
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
定
證
の
再
興
は
、
⑲
定
證
勸
進
、
十
方
檀
那
造
二
營
之
一
。
と
あ
り
、
壇
那
衆
は
⑳
晋
雖
勸
十
方
法
界
、
多
是
當
、
浦
檀
那
之
力
也
。
尾
道
浦
の
壇
那
衆
を
そ
の
中
心
と
し
て
、
金
堂
・
食
堂
・
僧
坊
・
厨
舎
な
ど
を
勧
進
・
造
営
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
金
堂
に
は
そ
の
本
尊
と
し
て
、
大
和
長
谷
寺
の
観
音
菩
薩
像
を
模
し
て
彫
ん
だ
、
金
色
観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
た
。
像
足
下
に
は
『
書
記
知
識
奉
加
@
之
目
録
』
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
「各
牽
二寸
鐡
尺
木
之
結
縁
一、
爲
レ
預
二千
幅
輪
文
之
引
導
一也
」
と
あ
り
、
結
縁
者
が
観
音
に
よ
り
極
楽
へ
引
導
さ
れ
る
こ
と
を
説
い
た
。
奉
加
の
目
録
は
、
そ
れ
を
確
実
な
も
の
と
結
縁
者
に
自
覚
さ
せ
る
た
め
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
西
大
寺
に
お
け
る
「有
恩
過
去
帳
」
と
同
じ
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
嘉
元
四
年
九
月
上
旬
に
金
堂
の
完
成
。
同
年
九
月
二
十
九
日
、
定
證
の
招
き
に
よ
り
、
西
大
寺
第
二
世
長
老
以
下
僧
六
十
余
人
尾
道
に
着
く
。
さ
ら
に
、
山
陽
、
山
陰
よ
り
律
僧
六
十
余
人
来
集
。
十
月
一
日
よ
り
十
三
日
ま
で
の
十
三
日
間
に
渡
り
、
金
堂
上
梁
・
曼
荼
羅
供
養
な
ど
を
行
う
。
そ
の
様
は
、
「
日
々
講
法
時
々
説
戒
⑫
無
有
間
断
」
と
示
す
。
近
隣
地
よ
り
幾
千
万
の
道
俗
結
縁
者
が
供
養
会
に
参
集
し
た
。
十
月
十
三
日
辰
ノ
刻
舟
出
の
後
、
浄
土
寺
に
止
住
し
た
定
證
は
、
太
田
庄
預
所
和
泉
法
眼
淵
信
よ
り
別
当
職
を
譲
与
さ
れ
、
西
大
寺
末
寺
と
な
っ
た
。
境
内
に
は
再
興
前
の
石
造
宝
塔
と
と
も
に
、
無
銘
で
あ
る
が
、
十
四
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
十
三
重
石
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ほ
ぼ
同
時
期
の
大
和
型
式
の
宝
篋
印
塔
が
建
ち
、
貞
和
四
(
一
三
四
八
)
年
の
中
国
地
方
特
有
の
宝
篋
印
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
十
四
世
紀
初
頭
に
は
備
前
国
有
漢
で
、
西
信
が
井
野
行
恒
と
、
さ
ら
に
備
中
国
笠
神
で
は
沙
弥
実
専
が
伊
行
経
と
協
力
し
、
石
塔
・
碑
を
造
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
十
四
世
紀
初
頭
に
は
山
陽
方
面
で
、
西
大
寺
僧
と
伊
派
石
工
集
団
に
よ
る
石
造
物
造
立
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
浄
土
寺
に
お
い
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
般
若
寺
・
浄
土
寺
の
西
大
寺
末
寺
化
の
過
程
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
ω
再
興
の
当
初
石
塔
造
立
が
重
要
な
役
割
り
を
も
つ
。
伊
派
石
工
集
団
が
、
僧
と
の
協
力
に
よ
り
造
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
伊
派
石
工
集
団
が
西
大
寺
の
石
造
集
団
と
し
て
組
み
こ
ま
れ
、
地
方
へ
の
出
造
り
を
行
な
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
。
②
仏
像
・
堂
塔
の
供
養
は
、
大
量
の
僧
を
動
員
し
長
老
の
出
座
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
㈲
そ
の
後
、
別
当
職
を
譲
与
さ
れ
、
西
大
寺
末
寺
と
な
っ
て
い
る
。
ω
再
興
勧
進
は
、
叡
尊
、
あ
る
い
は
彼
の
弟
子
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
-
八
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
八
六
以
上
が
西
大
寺
末
寺
化
へ
の
過
程
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
結
叡
尊
は
舎
利
塔
と
し
て
多
重
石
塔
を
勧
進
し
、
道
俗
の
人
々
の
弥
勒
浄
土
へ
の
導
き
を
示
し
た
。
同
時
に
授
戒
会
を
施
こ
し
、
菩
薩
戒
を
授
け
た
。
寺
社
供
養
に
は
百
人
を
超
え
る
律
僧
を
参
集
し
う
る
集
団
を
形
成
し
、
『授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
』
に
名
を
連
ね
た
。
西
大
寺
に
お
い
て
叡
尊
を
頂
点
と
す
る
勧
進
集
団
が
構
成
さ
れ
、
叡
尊
死
後
も
第
二
世
長
老
信
空
を
頂
点
と
す
る
僧
団
に
移
行
し
、
最
大
の
力
を
発
揮
し
た
。
嘉
元
四
年
の
浄
土
寺
律
院
化
、
吉
井
川
河
口
の
西
大
寺
の
発
展
、
元
応
三
年
芦
田
川
河
口
に
西
大
寺
末
常
福
寺
(現
明
王
院
)
の
建
立
へ
と
つ
な
が
り
、
十
四
世
紀
前
半
に
備
前
・
備
中
・
備
後
国
へ
の
圧
倒
的
な
広
が
り
を
も
つ
。
同
時
に
笠
神
碑
の
建
立
、
常
福
寺
を
初
め
と
す
る
西
大
寺
末
寺
に
は
、
開
創
期
に
近
い
時
期
の
多
重
石
塔
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
西
大
寺
僧
と
同
行
し
た
石
工
の
活
動
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
勧
進
僧
と
共
に
、
石
工
は
地
方
へ
の
波
及
を
促
進
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
西
大
寺
の
活
動
は
十
四
世
紀
後
半
に
は
下
火
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
地
方
社
寺
の
末
寺
化
は
明
徳
の
末
寺
帳
に
お
い
て
ほ
ぼ
完
成
し
、
追
補
は
み
ら
れ
て
も
ご
く
少
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
勧
進
僧
の
停
滞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
西
大
寺
は
叡
尊
以
来
大
荘
園
経
営
を
行
な
わ
ず
、
光
明
真
言
・
勧
進
活
動
に
よ
り
、
寺
院
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
。
強
力
な
荘
園
の
な
い
西
大
寺
に
と
っ
て
、
高
野
山
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
荘
園
内
か
ら
の
僧
侶
の
再
生
産
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
十
四
世
紀
前
半
に
み
せ
た
勧
進
聖
集
団
は
終
息
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
注①
川
勝
政
太
郎
「勧
進
僧
に
関
す
る
考
察
」
・
「講
衆
に
関
す
る
研
究
」
(『大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
7
)。
②
田
岡
香
逸
「播
磨
の
石
造
美
術
と
石
材
」
(『日
本
歴
史
考
古
学
論
叢
』
1
)。
③
伊
藤
唯
真
「
〈
法
界
V
霊
と
そ
の
祭
碑
」
(日
本
民
俗
学
会
編
『
日
本
民
俗
学
の
課
題
』
所
収
)。
④
薗
田
香
融
「
朝
日
山
信
寂
と
浄
土
宗
播
磨
義
-
播
磨
念
仏
衆
序
説
1
」
(竹
田
聴
洲
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
宗
教
の
歴
史
と
民
俗
』
所
収
)。
こ
れ
ら
の
他
に
、
木
下
密
運
「申
世
の
念
仏
講
」
(『元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
年
報
』
3
)
な
ど
が
あ
る
。
⑤
西
村
貞
「鎌
倉
期
の
宋
人
石
工
と
そ
の
石
彫
遺
品
に
つ
い
て
」
(南
都
仏
教
研
究
会
編
『重
源
上
人
の
研
究
』
所
収
。
一
九
五
五
年
)。
⑥
川
勝
政
太
郎
「伊
行
末
系
石
工
と
そ
の
作
品
」
(『日
本
石
材
工
芸
史
』
)。
⑦
『金
剛
佛
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
弘
安
六
年
。
三
月
。
十
日
。
著
龍
門
大
蔵
寺
。
自
十
一
日
三
ケ
日
。
略
説
十
重
。
十
四
日
。
六
百
人
授
菩
薩
戒
。
⑧
『
般
若
寺
十
三
重
石
塔
解
体
修
理
報
告
書
』
。
⑨
『
金
剛
佛
孑
叡
尊
感
身
学
正
記
』
三
三
頁
。
⑩
笠
塔
婆
銘
文
。
⑪
注
④
に
同
じ
。
叡
尊
に
お
け
る
石
塔
勧
進
考
⑫
「
大
和
多
武
峯
注
進
状
」
。
『鎌
倉
遺
文
一
七
ご
九
』
。
⑬
注
⑥
に
同
じ
。
⑭
『
感
身
学
正
記
』
(『
西
大
寺
叡
尊
傳
記
集
成
』
所
収
。
監
修
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
)
。
⑮
『
行
実
年
譜
』
(『
西
大
寺
叡
尊
傳
記
集
成
』
所
収
。
監
修
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
)
。
⑯
『
感
身
学
正
記
』
一
三
頁
。
⑰
『
感
身
学
正
記
』
一
三
頁
。
⑱
『
行
実
年
譜
』
=
一〇
頁
。
⑲
『
感
身
学
正
記
』
六
一
頁
。
⑳
薗
田
香
融
「
庶
民
の
宗
教
」
(
『兵
庫
県
史
』
第
二
巻
)
。
⑳
『
行
実
年
譜
』
一
九
一
頁
。
㊧
『
行
実
年
譜
』
一
九
一
頁
。
⑳
『
行
実
年
譜
』
一
九
ご
頁
。
⑳
『
浮
島
十
三
重
石
塔
銘
』
(『
伝
記
集
成
』
四
〇
六
頁
)。
⑳
『
覚
禅
抄
』
造
塔
法
「
石
塔
得
七
種
功
徳
事
」
(『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
)
一
五
七
頁
。
⑳
『
感
身
学
正
記
』
一
三
頁
。
⑳
『
感
身
学
正
記
』
文
永
六
年
三
五
頁
。
⑳
『
感
身
学
正
記
』
三
五
頁
。
⑳
『
感
身
学
正
記
』
三
五
頁
。
⑳
『
感
身
学
正
記
』
三
六
頁
。
八
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
⑳
『
西
大
寺
壇
塔
銘
』
(『
伝
記
集
成
』
所
収
)
三
三
一
頁
。
⑳
『
感
身
学
正
記
』
三
五
頁
。
⑳
『
覚
禅
抄
』
「
舎
利
巻
」
(『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
)
二
四
四
六
頁
。
⑭
『
覚
禅
抄
』
「
舎
利
巻
」
(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
)
二
四
四
四
頁
。
⑳
『
感
身
学
正
記
』
一
六
頁
。
⑳
『
行
実
年
譜
』
一
二
一
頁
。
⑳
三
崎
良
周
「
鎌
倉
期
の
南
都
佛
教
に
お
け
る
穢
土
思
想
」
(『
天
台
学
報
』
3
)
。
⑳
平
岡
定
海
『
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
』
下
。
⑳
今
堀
太
逸
「
貞
慶
の
民
衆
救
済
1
そ
の
宗
教
活
動
の
思
想
的
基
盤
ー
」
(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
27
巻
O
⑳
『
感
身
学
正
記
』
三
〇
頁
。
@
『
西
大
寺
光
明
真
言
会
願
文
』
(『
行
実
年
譜
』
所
収
)
一
四
八
頁
。
⑫
『
行
実
年
譜
』
一
四
九
頁
。
㊥
『
行
実
年
譜
』
一
四
九
頁
。
⑭
『
西
大
寺
光
明
真
言
会
願
文
』
一
四
九
頁
。
⑮
上
田
さ
ち
子
「
貞
慶
の
宗
教
活
動
」
(『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
七
五
号
)
。
八
八
⑯
注
⑳
に
同
u
。
⑰
『
感
身
学
正
記
』
八
頁
。
働
上
田
さ
ち
子
「
叡
尊
と
大
和
の
西
大
寺
末
寺
」
(大
阪
歴
史
学
会
編
『
中
世
社
会
の
成
立
と
展
開
』
)
。
⑲
中
尾
堯
「
備
州
に
お
け
る
勧
進
聖
の
系
譜
」
(『
瀬
戸
内
海
地
域
の
宗
教
と
文
化
』
所
収
)
。
⑳
注
⑱
に
同
u
。
⑪
『
感
身
学
正
記
』
一
七
頁
。
⑫
)
『
感
身
学
正
記
』
二
六
頁
。
㊥
『
感
身
学
正
記
』
二
八
頁
。
⑭
『
覚
禅
抄
』
「
造
塔
巻
」
一
四
六
頁
。
⑲
『
感
身
学
正
記
』
三
三
頁
。
⑯
『
感
身
学
正
記
』
三
三
頁
。
⑰
「
定
證
起
請
文
」
『
浄
土
寺
文
書
』
(
『
尾
道
市
史
』
)
六
八
一
頁
。
㊥
「
定
證
起
請
文
」
(『
尾
道
市
史
』
)
六
八
四
頁
。
⑲
「
定
證
起
請
文
」
(
『
尾
道
市
史
』
)
六
八
一
頁
。
⑳
「
定
証
起
請
文
」
(『
尾
道
市
史
』
)
六
八
六
頁
。
⑳
「
定
証
起
請
文
」
(
『
尾
道
市
史
』
)
六
八
五
頁
。
㊥
「
定
証
起
請
文
」
(『
尾
道
市
史
』
)
六
八
八
頁
。
(文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
日
本
史
学
専
攻
)
